
    年  月   日   週目 主日礼拝  契約 旅程            
▲教会生活は荒野の生活のようである。イスラエルの民が 40年ほどさ迷っていた荒野は、生きていく為には難しい事が多い(食べ物無く、気温の温度差が激しい)。神様が共にいなければ、生
きていくことが難しい地域である。私たちも困難に合う時に信仰生活を正しくすることは難しいこともある。しかし、荒野の生活のゴールはハッピーエンドである。ゴールはカナンの生活で

ある。教会生活は荒野の生活のようであるが、契約の旅程であり、神様が契約を成し遂げていく過程である。契約の旅程を最後まで進むことが出来るように。イスラエルは古い刻印、根、体

質を変えれずに 40年間もさ迷った。イスラエルの民の 20歳以上の者は、カレブとヨシュア以外は荒野で死んでしまった。契約の旅程を最後まで進むと、世界福音化をすることが出来るよう
になる。契約の旅程はつらいことの方が多い理由は、福音ではない物で刻印、根、体質となっているからである。大変な問題が多いのは、その人が大きな器であるからである。私たちはどう

すれば契約の旅程を最後まで進めるのか。

▲紅海の事件について：①モーセの時代に紅海を渡る事には神様のメッセージが含まれている。②イスラエルの民が紅海を渡る意味を忘れた時に大変になる。③なぜ神様はイスラエルの民に

紅海を渡らせたのか。神様が紅海を渡らせた 4つの意味を覚えるべきである。

1．神様が全能者である事を示す為 2．紅海を通る事件はバプテスマ 3．自分の主人はキリスト ４．目的地はカナン

1)紅海を渡には神様の力でないと不可能
である。

(1)他の何を持ってもパロに勝てない。
(2)小羊の血によりイスラエルの民は
解放をされた

－小羊の血はキリストの血である。

(3)サタンの力はキリストの血でなけれ
ば解放をすることが出来ない。

2)ヨハ 19:30(イエスは、酸いぶどう酒を受
けられると、「完了した。」と言われた。

そして、頭をたれて、霊をお渡しになっ

た)
①イエス様は十字架の上で救いを完了

をしたと言われた。

②ギリシャ語で「ピリオド」の意味。

－人間の問題に終止符を打たれた。

③問題は全て祝福である。

－問題に多くの人が溺れているが、問題

に思うことは少しもない。

④キリストが共にいて下されば、あって

もなくてもいいことである。

－ダビデは試練の時に主は私の羊飼い

であると告白した(詩編 23:1)
⑤問題を通してイエスがキリストで

あことを真に信じるためである。

▲パウロは紅海を通った出来事はバプテス

マの出来事であると言った。

1)バプテスマの意味は、キリストと共に死に、
キリストと共に生き返る事を意味する。

(1)サタン、罪の奴隷の身分が変わること
(2)身分を変えるためには一度死ぬこと
(3)私たちはキリストと共に十字架に
つけられて死んだ。

(4)エジプトの奴隷ではなくて生まれ変わる
－イエス様を信じたので、完全に新しく

変えられた者となった(再創造された)。
(5)今はエジプトの奴隷ではなく義のしもべ
－私たちは罪に勝つ力がある。

2)エリコの町の兵士と戦う為に割礼を行う
(1)エリコの戦争の前に男たちに割礼をした
－イスラエルの民の全てが割礼をした。

(2)割礼をする時に肉体的な痛みも伴い、
数日間の間、戦闘不能の状態になるため、

その間に敵が攻めてくることを考えると

危険なことであった。

(3)しかし割礼をした瞬間に天軍天使が動員
されてエリコの城を完全に崩された。

(4)割礼は、「あなたはわたし(神様)の民だ」
というしるしである。

(5)私は神様の所有の者である。
(6)私たちはつまずきそうになるたびに、私
は神様の民であるという確信を持つように

▲紅海を渡った出来事は主人を変えるためであった

自分の主人はキリストである。

1)信仰生活がポジション争いになっている
(1)福音が目的ではなくて手段になっている。
(2)家庭問題の解決のために私が信じている
のであれば、イエス様が手段になっている。

(3)真に神様を愛する人は 24時間キリストを考える
－キリストを愛し,主人をキリストとしている人

2)ガラ 2:20(私はキリストとともに十字架につけられま
した。もはや私が生きているのではなく、キリスト

が私のうちに生きておられるのです。いま私が、

肉にあって生きているのは私を愛し私のためにご

自身をお捨てになった神の御子を信じる信仰によって

いるのです)
(1)私たちは十字架にかけられて死んだ。
(2)私たちの内に生きているのはキリスト
(3)キリストが中心になり、キリストの為に生きる
人生となるように。

(4)様々な問題の中で葛藤をしてつまずくことがあっ
ても聖書の人物はキリストを主人として歩んだ。

－問題の中でも勝利をした。

(5)私たちはキリスト共に十字架につけられ
て主人が変わった。

(6)紅海を渡った事で私たちの主人は変わった。
(7)Ⅱコリ 1:12－19(私たち、すなわち、私とシルワノ
とテモテとが、あなたがたに宣べ伝えた神の子キリ

スト・イエスは、「しかり。」と同時に「否。」である

ような方ではありません。この方には「しかり。」

だけがあるのです)
①イエス様のニックネームはアーメンである

②講壇の御言葉に対してアーメンと答える者となる

▲神様が紅海を渡らしたのは、

カナンの地に導かれるため。

1)イスラエルの民たちが、カナ
ンの地に入れることが分かれ

ば紅海の前に立っても問題に

ならない。

－しかしイスラエルの民たち

はそこに確信がなかった。

2)聖徒を通して日本福音化する
－確信を持つように。

(1)救いは私だけのものでは
なくて、多くの人を救い出す

ためである。

(2)ローマ 1:14(私は、ギリシヤ
人にも未開人にも、知識のあ

る人にも知識のない人にも、

返さなければならない負債を

負っています)
－パウロを通して救われる人

がたくさんいるのでパウロが

選ばれたとのこと。

－その意味での負債を負って

いることである。

(3)私たちの命を生きながらえ
させて生かすのは、私を通し

て救われる人が多くいる。

－命の救いのために今日も

私たちは生かされている。



区域地教会（2019 年 5 月 19 日～2019 年 5 月 25 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「契約の旅程」(Ⅰコリ 10:1－4)

【讃美】 502 山ゆくも海ゆくも

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ(第 1、2、3 RUTC 実現 ｢古い枠を壊すべき｣(Ⅱコリ 5:17)・｢新しい枠を整える

べき｣(使 9:15)・「霊的に戦う教会(兵士・軍隊)」(エペ 6:10－20)

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ
1. EBS要員(新しい家族)の為に
2. 認可保育所の設立、大阪教会と磐田教会の購入、
対馬教会の設立のためにお祈りお願いします。

3. 7/30(火)-8/2(金)世界レムナント大会
7/23(火)-26(金)リーダー修練会
一次登録:4/27(土)-6/7(金) 二次登録:6/22(土)-7/1(月)

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


